
松任駅

第4回 白山市
金沢総合車両所松任本所
跡地活用検討委員会

議 題
◆ 前回までの振り返り
◆ 土壌調査の結果【別紙参照】
１．地区整備の課題 ････････････p2

２．地区整備の基本方針 ････････p4

３．導入機能の整理 ････････p5

４．ゾーニング･動線計画（案）･･･p8

５．事業手法の検討について ････p13

◆ 今後の予定

日時 | 令和7年11月27日（木）
場所 | 松任文化会館 4Ｆ会議室 金沢総合車両所松任本所

面積：約13.8ha
用途地域：工業地域
所有者：西日本旅客鉄道株式会社



金沢総合車両所松任本所跡地における調査概要について 

 

2 0 2 5 年 1 1 月 

西日本旅客鉄道株式会社 

 

 旧金沢総合車両所松任本所の閉所に伴い、土地の状況把握を目的に、弊社の自主調査とし

て土壌汚染調査を実施しております。この結果につきまして下記のとおりご報告いたします。 

 

記 

 

１ 調査概要 

 (1) 調査目的   閉所に伴う土地の状況把握 

 (2) 調査期間   2022年 12月～2025年 7月 

 (3) 調査機関   株式会社 KGS（環境省 土壌汚染指定調査機関 2003-5-3017） 

(4) 分析機関   ユーロフィン日本環境株式会社 

 (5）実施概要 

時 期 内 容 

2022年度 地歴調査（土壌汚染が存在する可能性の区分） 

2023・2024年度 表層調査（試料採取等） 

2025年度 敷地外への拡散可能性確認調査（地下水及び一部深度方向調査） 

※表層調査にて検出された汚染物質が、地下水を介して敷地外

に拡散している可能性の有無について確認 

 

２ 調査結果 

 (1) 各種調査結果 

・ 2022年度の地歴調査により、土壌汚染の恐れがある旨、判定されました。 

・ 2023・2024年度の表層調査により、対象区画の一部において、基準不適合区画がある

ことを確認しました。 

・ 2025年度の敷地外への拡散可能性確認調査により、対象地点において深度 10mまでは

地下水の存在がないこと、また基準不適合土壌の分布は深度 10m未満であることを確

認しました。 

・ なお、今後も地下水の有無を確認できるよう、地下水観測井戸を設置しております。 

 (2) 総括 

・ 第三者指定調査機関による土壌汚染対策法に基づく調査及び措置に関するガイドライ

ンに定められた調査の結果として、敷地内の一部区画に汚染物質は認められたものの、

地下水を介して敷地外へ汚染物質が流出する可能性は極めて低いとの評価を得ており

ます。 

 

３ 今後の対応予定 

白山市や跡地活用検討委員会でのご意見等を踏まえ、土地の利活用等計画の検討を行っ

てまいる予定です。今後、同計画の推進に伴い、土壌汚染対策法に則り石川県の指導を仰

ぎながら適切な対応をさせていただきます。 

 

以 上 



前回委員会までの振り返り
【第3回委員会における主な意見】

１．地区整備の課題

３．導入機能の整理

４．ゾーニング･動線計画（案）

本日の議題
○｢地区整備の課題｣｢基本方針｣｢導入機能の整理｣を確認し、

『ゾーニング･動線計画』について意見をいただきます。
○また､『事業手法の検討について』を元に、事業化の課題に

ついて意見をいただきます。

項目 主なご意見 第４回への反映

地区整備
の方向性

○情報、文化、観光、交流、防災等の
機能を複合的に配置
○日常と非日常をバランスよく配置
○鉄道メモリアル、ジオパークを活か
した施設
○少子高齢化の中で賑わいを創出、公
園の整備
○子育て支援機能や高齢者に配慮した
機能
○コミュニティ施設や健康増進施設
○アーバンスポーツの施設
○体育館、駐車場、ホテル

⇒｢3.導入機能の整
理｣に反映

実現化手
法

○必要なものから整備し将来的に大き
くしていく(段階的整備）
○白山市の身の丈にあった施設や整備
手法
○地区全体の用地取得は困難(土地開
発公社借入額の上限)
○後世に負担のない、各種助成制度の
活用
○民間活力の導入、市の財政にメリッ
トのある方法
○事例手法のデメリットも踏まえる
○ＪＲの土壌調査結果を踏まえる

⇒｢5.事業手法の検
討について｣にて
官民連携手法等
を整理

その他 ○機能配置計画(ゾーニング)を複数案
提示

○計画プロセスの周知(市による住民
説明の必要性）

⇒｢4.ゾーニング・
動線計画｣を提示
⇒住民説明会を開
催(令和7年4月)

1

ＪＲ西日本への提言

第４回委員会

５．事業手法の検討について

２．地区整備の基本方針

開催日時 議題
第１回委員会
R6. 7.27

◆現状把握（車両基地の概要、土地利用
の変遷、都市計画の位置づけ）

第２回委員会
R6.11.30

◆土地利用について（アンケートの集計
結果、地区周辺の現状、他地区事例）

第３回委員会
R7. 2.19

◆導入機能について（地区整備の視点、
課題と方向性、導入機能イメージ）

第５回委員会（予定）：土地利用ビジョンの策定

協
議
済
み
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【現況の整理】 【地区整備の課題】

計
画
地
区
周
辺
の
現
状

１．地区整備の課題

【市街地環境】
・地区周辺は、戸建て中心の住宅地。
・隣接する区画整理地内に商業･業務機能が集積。
・北陽小学校が近接。周辺に通学路指定有り。
【人口･世帯数】
・区画整理地において人口増加の傾向。
・生産年齢割合が比較的高い町が多い。
【交通アクセス】
・都市計画道路により海側幹線･白山ICとの連絡が可能。

４車線化工事中であり、現状では大量の発生交通の処理が困難。
・地区周辺は、住宅地内の生活道路のみであり、地区内外を連絡

する幹線道路が不足。

◎地区周辺の住環境の保全、学童の安
全確保を図りつつ、地区内外のアク
セス路確保、子育て支援施設等の導
入が必要。

・地区周辺の住環境の保全
・小学校の学童の安全確保(通学路の

安全確保)
・子育て支援施設、多世代のコミュニ

ティ施設の充実
・(都)宮永北安田線(４車線化)との

接続による地区内外の道路アクセス
の確保

【地区周辺の施設】
○大規模小売店舗：都計道沿道に立地し、駅直近部に無い。
○宿泊施設：小規模で金沢駅10分圏の優位性を活かせていない。
○体育施設：F2チームのホーム施設だが、一般と兼用のため、設

備等が十分ではない。災害時の代替施設が無い。
○文化施設：うるわしの年間利用が多い反面、市立博物館は利用

者が少ない。駅からのアクセス等が問題。
○ホール施設：
・プララのコンサートホールは高い稼働率となっており、小規模

のコンサートのニーズが高い。
・ピーノの大ホールは県内有数の収容規模だが、稼働率が低く、

金沢市内との競合も要因。県内に無い大規模なコンサートホー
ルの誘致が考えられるが、小松市でアリーナ整備が進捗中。

◎駅直近部の立地、金沢駅から10分
圏といった優位性を活かし、商業･
宿泊施設の新規立地のほか、スポ
ーツ施設、文化施設、ホール施設
の規模拡大･機能充実が必要。

・駅直近部への商業施設の導入
・金沢駅と連携した宿泊施設の導入
・F2のホーム施設にふさわしい体育

施設の導入
・市立博物館の駅アクセスの改善
・県内に無い大規模なコンサートホ

ールの誘致(アリーナ･コンベンシ
ョンは他地区の整備動向を注視）

第３回委員会資料より
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【現況の整理】 【地区整備の課題】

地
区
整
備
の
視
点

視点①｢鉄道駅周辺｣

視点②｢駅まちづくり｣

視点③｢まちづくりの経緯｣

◎広域圏からのアクセス、市内へのアクセ
スの交通結節点として、さらなる機能充
実が必要。

・交通結節点における多様なニーズに対応
・駅直近部に必要な新規機能の導入
・鉄道を活かしたまちづくりの推進

◎駅前広場・自由通路が整備済であり、駅
と計画地区の連携強化による歩行者中心
のまちづくりが必要。

・松任駅との歩行空間の連携強化
・駅と周辺街区の一体的空間の形成
・駅南北の機能の連携強化

◎既存文化施設との連携など松任駅周辺地
区としての一体的なまちづくり､避難場
所･公園の整備が必要。

・既存ストックを活かしつつ、市の中心市
街地ゾーンとしての機能充実

・来街者、市民、駅利用者、生活者のニー
ズに対応した機能集積

○広域圏からのアクセス：
・富山･福井から１時間圏内にあり、金沢駅か

らの時間距離が金沢中心市街地と同等。
○白山市内へのアクセス：
・市内各所へのバスによるアクセスが可能。白

山方面へはバスネットワークの連携が重要。

○駅まち空間：
・交通結節機能に関する施設と周辺街区を一体

的に捉える考え方
○ウォーカブルなまちづくり：
・人中心の空間へ転換･先導し｢居心地が良く歩

きたくなるまちなか｣を形成

○上位計画の位置づけ：
・｢都市機能のさらなる充実｣｢にぎわいあるまち

づくり｣｢施設の維持やさらなる集積｣｢避難場
所の整備｣｢公園の整備｣等の記載有り

○まちづくりの経緯：
・旧松任市時代以降、基盤整備が進捗し、文化

施設が集積。

第３回委員会資料より



4

【地区整備の課題(再掲)】 【地区整備の基本方針】

計
画
地
区
周
辺
の
現
状

地
区
整
備
の
視
点

１

２

４

３

５

中心市街地ゾーンの”ハレの場”と

しての新規機能の導入
・商業･業務･歴史文化施設の集積し

た松任駅前への新たな魅力を創出
・計画規模を踏まえた機能の導入

駅直近部の立地を生かし、多様

なニーズに対応した機能の導入
・人･モノ･情報が集まる地区として、

多様なニーズに対応した機能導入

駅と周辺街区が一体化した歩け

るまちづくりの推進
・駅南北の歩行軸による施設間の連

携による新たな賑わいの創出
・鉄道側･都市側の連携

周辺の生活環境に配慮し、災害

に強い安全・安心なまちづくり
・道路の安全対策、防災施設の充実

による災害に強い市街地の形成
・周辺と調和した都心居住機能

持続可能なまちづくりの推進
・文化施設との連携･不足機能の導

入による市街地の活性化
・公園など緑空間の創出による低炭

素社会の実現

◎地区周辺の住環境の保全、学
童の安全確保を図りつつ、地
区内外のアクセス路確保、子
育て支援施設等の導入が必要。

◎広域圏からのアクセス、市内
へのアクセスの交通結節点と
して、更なる機能充実が必要。

◎駅前広場・自由通路が整備済
であり、駅と計画地区の連携
強化による歩行者中心のまち
づくりが必要。

◎既存文化施設との連携など松
任駅周辺地区としての一体的
なまちづくり､避難場所･公園
の整備が必要。

◎駅直近部の立地、金沢駅から
10分圏といった優位性を活か
し､商業･宿泊施設の新規立地
のほか、スポーツ施設、文化
施設、ホール施設の規模拡大･
機能充実が必要。

１

２

５

３

計画地区４

２．地区整備の基本方針 第３回委員会資料より



地
区
整
備
の
基
本
方
針

導入機能 役 割 土地利用イメージ（委員皆様の意見より）

1
賑わい

交流機能

●多様なイベント開催など、地域の核と
なる賑わい交流・観光拠点の場

●駅に近接する立地を活かした文化施設、
商業施設など賑わいの場

◆■ジオパークビジターセンター(3)／●昭和の街／●ア
ニメ関連／●昭和博物館とおもちゃ館の移築／◆複合施設
(ホテル) (4)／◆遊園地､アミューズメント施設(2)／◆コ
ンベンションホール(8)／◆ライブハウス･スタジオ･イベ
ント会場(6)／●屋台村､ラーメンストリート／●温泉／●
企業誘致／●国の日本海側分所／◆複合施設(商業)(7)／
◆複合施設(業務)(2)／●シンボルタワー

2
コミュニ
ティ支援

機能

●地域住民など多世代のコミュニティ活
動の場

●子どもたちが屋内で安全に遊べる場
●学習スペース等を備えた多様な教育や

生涯学習活動の場

◆図書館等文化施設(7)／◆■高校､大学等の移転･誘致(2)
／●鉄道関連の教育施設／●他業種人材育成所／●■ハ
ローワークの移転／■税務署の移転／■県農林事務所や中
央保健福祉センターの移転／◆■屋内こども遊戯施設(7)
／◆高齢者向けコミュニティスペース(2)

3
健康増進

機能

●市民の健康寿命の増進を図る場
●様々なスポーツを気軽に楽しめる場
●緑のオープンスペースは、日常的な憩

いや遊びの場

◆■フットボールパーク､スポーツ複合施設(8)／◆公園､
運動公園(8)／◆体育館 (9)／■森に還す公園／●土壌等
の安全確保

4
防災機能

●地域の防犯・防災活動の拠点の場
●防災機能を持たせた安全安心な施設
●災害時、一次避難所を確保

◆防災施設(9)／◆コンベンションホール(8)／◆ライブハ
ウス･スタジオ･イベント会場(6)／◆図書館等文化施設(7)
／◆■フットボールパーク､スポーツ複合施設(8)／◆公園
､運動公園(8)／◆体育館 (9) ※他機能の再掲

5
鉄道

メモリアル機能

●操車場跡地としての歴史の継承
●鉄道遺産としての観光資源の活用 ◆■鉄道展示(6)／■蒸気機関車の移設

６
交通

アクセス
機能

●広域交通の結節点としての場
●歩いて回遊できる駅の南北、松任駅周

辺のアクセス向上の場
●施設利用者の駐車場

●駅から雨に濡れずに往来可能な歩道橋（ペデストリアン
デッキ）／●相木と松任あさひ線をつなぐ東西の道路／◆
駐車場(4)

7
居住機能

●少子高齢化社会に対応した将来にわた
り活用される良質な住環境の場

●ハイグレードな住宅集積／◆住宅､集合住宅､マンション
等(4)

5

○地区整備の方針を踏まえ､賑わい交流･コミュニティ支援･健康増進･防災･鉄道メモリアル等の機能を複合的に配置

３．導入機能の整理

凡例：◆ 複数回答のあった委員意見(意見の数) ● その他の委員意見 ■各種団体等からの要望･意見

第３回委員会資料より
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アンケートの集計結果○委員皆様の意見について「ユーザー(周辺住民↔来街者)」｢環境(賑わい創出型↔住環境保全型)」で分類した
ところ、来街者や市民向け、賑わい創出を志向している傾向が見られる。

◆■屋内こども遊戯施設
(7)

◆高齢者向けコミュ
ニティスペース(2)

●ハイグレードな住宅集積
◆住宅､集合住宅､

マンション等(4)

◆複合施設
(物販･飲食等)(7)

◆公園､運動公園(8)
◆体育館(9)
◆防災施設(9)

■森に還す公園

◆図書館等文化施設(7)
◆■高校､大学等の

移転･誘致(2)

●鉄道関連の教育施設
●他業種人材育成所
●■ハローワークの移転
■税務署の移転
■県農林事務所や

中央保健福祉センター
の移転

◆遊園地､
アミューズメント施設
(2)

◆コンベンションホール
(8)

◆ライブハウス･スタジオ
イベント会場(6)

◆■フットボールパーク､
スポーツ複合施設(8)

●屋台村､
ラーメンストリート

●温泉

●企業誘致
●国の日本海側分所
◆複合施設(業務)(2)

◆■ジオパークビジター
センター(3)

◆■鉄道展示(6)

■蒸気機関車の移設
●昭和の街
●アニメ関連
●昭和博物館と

おもちゃ館の
移築

◆複合施設(ホテル)
(4)

周辺住民 市民 来街者

賑わい創出型

住環境保全型

周
辺
住
民

◆ 複数回答のあった委員意見(意見の数) ● その他の委員意見 ■各種団体等からの要望･意見

来
街
者

第２回委員会資料より【参考資料】跡地の利活用アンケート結果（委員の皆様の意見）【再掲】



導入機能 現 状 当該地区における施設イメージ

1
賑わい

交流機能

●利便施設(商業施設)が駅直近部に無い。
●宿泊施設が小規模なため、コンベンション

に対応出来ない。
●博物館やジオパーク案内施設など、観光起

点としての機能が不十分。
●大規模コンサートに対応できる施設が無い。

〇賑わい創出のため、他には無い新規機能の導入や既
存機能の拡充が考えられる。
■駅利用者等の利便施設としての商業施設
■金沢駅10分圏の立地を生かした宿泊施設
■駅直近部の観光案内施設(例:ジオパーク+博物館)
※ホール施設は既存施設の活用を検討

2
コミュニティ

支援機能

●多世代のコミュニティ活動の場が少ない。
●子どもたちが屋内で安全に遊べる場が無い。
●生涯学習活動の場は駅南にあるが、稼働率

が高く不足。起業支援などの機能が無い。

○子育て世代の多い駅北地区における不足機能、駅南
地区の既存施設での不足機能の導入が考えられる。
■多世代が集うことのできる交流施設・居場所
■屋内こども遊戯施設
■コワーキング施設(起業支援･会議室等)

3
健康増進

機能

●駅北側に十分な広さを有する公園が無い。
●駅から約1km離れた場所に体育館があるが、
F2リーグのホーム施設として不十分であり、
災害時(避難所使用)の代替施設が無い。

●計画地区周辺の歩行ネットワークが無い。

○運動施設の不足機能、災害時に使用可能な施設の導
入が考えられる。
■運動施設(フットボールパーク等､現在無い機能）
■多目的広場(防災施設としても利用可能)
■計画地区内外の歩行ネットワークの形成

4
防災機能

●一次避難所があるが公民館など小規模。
●防災機能を有する公園が少ない。
●防犯・防災活動の拠点の場が不足。

○人口増加傾向の駅北での防災施設設置が考えられる。
■大規模な公園（森や水辺・一次避難所となる防災

広場・災害時対応のトイレや貯水槽などの施設）
5
鉄道

メモリアル機能

●ＪＲ登録鉄道文化財(蒸気機関車等)が存在。
●上位計画にある産業観光の場としての活用。

○操車場跡地の歴史を継承する場として産業観光に活
かすことが考えられる。
■鉄道メモリアルパーク（蒸気機関車の展示など）

６
交通

アクセス
機能

●地区内外を連絡する幹線道路が無い。
●自由通路はあるが、駅から計画地区への歩

行アクセス路が不十分。
●計画地区周辺に駐車場が無い。

○周辺の住環境に配慮しつつ、駅や都市計画道路から
のアクセスを改善することが考えられる。
■地区内外を連絡する幹線道路(通過交通の抑制)
■松任駅との連絡通路、駐車場

7
居住機能

●周辺の住宅地が計画地区(工場跡地)により
分断。行止り道路や細街路が多い。

○周辺と一体的な住宅地を形成し、工場跡地により分
断されてきた環境の改善を図ることが考えられる。
■戸建て･共同住宅､店舗併用住宅､高齢者福祉住宅

7

第３回委員会資料より



８

４．ゾーニング・動線計画（案）

◆ゾーニングの考え方（⇒導入機能案はp9-11参照）

◆動線の考え方

◎地区内外の連携を図るため、周辺の中高層住宅地との一体的
な住環境を形成するため、地区東側に「生活環境保全ゾー
ン」を設定する。

◎住宅市街地との緩衝帯の役割を果たすとともに、周辺住民や
市民にとって利便性の高い土地利用を図るため、地区中央・
北側に「交流促進ゾーン」を設定する。

◎駅南北を連携した駅まちづくりを推進し、来街者(駅利用者
等)や市民の利便性に資する土地利用を図るため、松任駅直
近部に「駅まち活力ゾーン」を設定する。

生活環境保全ゾーンＢ

交流促進ゾーンＡ

駅まち活力ゾーンＣ

Ｄ 歩行者動線

◎松任駅(自由通路)と連続した歩行者ネットワークを形成する。
◎歩車分離型･歩車共存型の歩行者通路を配置する。
※車両の動線を含めた比較案はｐ12参照。

Ｃ

Ａ

ＤＣ

計画地区

Ｂ

(1)ゾーニング･動線の考え方

現
況
：
中
高
層
可
能
な
土
地
利
用

現
況
：
低
層
の
土
地
利
用



導入機能 施設イメージ
賑わい

交流機能
●博物館(既存機能の移転･拡充)
●ジオパーク案内施設

コミュニティ
支援機能

●多世代が集うことのできる交流施設
●屋内こども遊戯施設

健康増進
機能

●運動施設(フットボールパーク、アーバンス
ポーツなど既存に無い施設)

●多目的広場

防災機能 ●大規模公園(森･水辺空間､一時避難所となる
防災広場・災害時対応のトイレや貯水槽等)

鉄道メモリア
ル機能

●鉄道メモリアルパーク(退役車両・蒸気機関
車の展示など）

交通アクセス
機能

●歩行者専用道(各ゾーン間の連絡）
●幹線道路のアクセス道路、施設用駐車場

９

交流促進ゾーン

◎来街者・市民・住民間の交流を促進する多様な機能を導入する。
◎ジオパーク案内施設、博物館、鉄道メモリアルパークなど、他

には無い特徴ある施設の立地誘導を図る。
◎災害時の避難スペースや緩衝帯となる公園･広場を整備する。

Ａ

(2)ゾーニングごとの導入機能案

土地利用の考え方

Ｃ

Ａ

Ｃ

計画地区

Ｂ

賑わい創出型

住環境保全型

周
辺
住
民

来
街
者

【機能分布イメージ】

【ゾーニング図】

日常利用・非日常利用が共存

屋内子供遊戯施設(加賀市) 車両展示(京王電鉄) ジオパーク展示(アポイ岳)



導入機能 施設イメージ

防災機能 ●公園(一時避難所となる防災広場、災害時対
応のトイレや貯水槽等）

交通アクセス
機能 ●緑道(各ゾーン間を連携する歩行者専用道)

居住機能 ●戸建て住宅・店舗併用住宅・共同住宅・高
齢者福祉住宅

10

生活環境保全ゾーンＢ

◎周辺市街地と調和した低層・中高層住宅の立地誘導を図る。
◎各ゾーン間を連携し､歩行者の安全を確保する緑道を整備する。

土地利用の考え方 賑わい創出型

住環境保全型

周
辺
住
民

来
街
者

【機能分布イメージ】

主に日常利用

住宅地(西金沢駅周辺) 高齢者福祉住宅(西金沢駅周辺)

歩行者専用道(吹田市) 公園の防災貯水槽(岡山市）

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ｂ

【ゾーニング図】

計画地区



導入機能 施設イメージ
賑わい

交流機能
●駅利用者等の商業施設
●金沢駅10分圏内の立地を生かした宿泊施設

コミュニティ
支援機能

●コワーキング施設(起業支援･会議室等）
●高校生をはじめとした若者の居場所

防災機能 ●公園(一時避難所となる防災広場、災害時対
応のトイレや貯水槽等）

交通アクセス
機能

●松任駅からの歩行者専用通路
●幹線道路のアクセス道路、施設用駐車場

11

駅まち活力ゾーンＣ

◎商業･宿泊･コワーキング施設などの立地誘導を図り、駅まちの
エントランスとして、来街者や市民等による賑わいを創出する。

◎駅と繋ぐ歩行者専用通路を整備し、駅南北の連携を図る。

土地利用の考え方
賑わい創出型

住環境保全型

周
辺
住
民

来
街
者

【機能分布イメージ】

主に非日常利用

商業複合施設(吹田市) 宿泊施設(京都市）

コワーキング施設(岡山市) 駅直結歩行デッキ(吹田市）

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ｂ

【ゾーニング図】

計画地区
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Ａ案：車両動線分散型

(3)動線計画の比較案
Ｃ案：歩車動線共存型Ｂ案：車両動線重視型

ゾーン間の機能連携、歩行者の安全性、アクセスの利便性の総合的判断より、優位な案を『基本案』として選定

◎通過交通を排除した歩行者中心のまち
・松任駅(自由通路)から地区内を直結する

歩行者動線
・(都)宮永北安田線から(都)相木成線との

アクセス道路を配置(地区内を通過しな
い配置）

・通過交通を排除する車両動線

◎南北･東西方向への歩車共存道路の配置
・松任駅(自由通路)から地区中央を縦貫す

る歩行者動線
・地区内道路のラウンドアバウト交差点に

より通過交通を抑制（歩車共存道路）
・地区南部へのアクセス道路の配置
・周辺既存宅地の影響を配慮

◎幹線道路配置による周辺地との連携強化
・松任駅(自由通路)から地区内を直結する

歩行者動線(Ａ案と同様)
・周辺都市計画道路の(都)宮永北安田線､
(都)相木成線、(都)宮永八ツ矢線との
ネットワークを形成（通過交通を許容）

・アクセス道路沿いへの緩衝緑地の配置

計画地区 計画地区 計画地区

歩車共存道路

歩行者専用道 アクセス道路

※上記案においては、道路配置にあたり既存建物の移転が発生するケースもあり、実現に向けての課題となります。

ラウンドアバウト

アクセス道路

歩行者専用道

アクセス道路
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５．事業手法の検討について
■事業への民間資金の導入について
◎車両所跡地整備においては、｢①民間による整備｣｢②官民連

携による整備｣｢③自治体による整備｣が想定される。
◎第３回委員会において｢身の丈にあった｣｢民間活力の導入｣

といった意見をいただいており、民間資金を活用した事例
等について、整備手法の検討の参考とする。

【操車場跡地等における施設整備の事例】
①民間による整備

・商業等複合施設(吹田操車場跡地)⇒p14参照
・運動施設(長崎操車場跡隣接地)⇒p15参照

②官民連携による整備
・公園(加賀市)⇒p16参照

③自治体による整備
・子育て支援施設（長岡操車場跡地）⇒p17参照

■ 想定される事業主体ごとの特徴 ■

現在の
土地所有者

ＪＲ

ＪＲ

+民間

+自治体

将来の
土地所有者 事業主体・事例

民間･JR

官民連携

自治体

※用地買収については現段階で未定であるが､敷地面積が大きく､一部買収となることが考えられる。

※

※

特 徴

メリット デメリット
事業化に向けて
の課題

〇自治体の経済負担が小.
〇民間の開発ノウハウを生

かした整備が可能。
〇迅速な意思決定が可能。

〇自治体の経済負担を低減
しながら自治体の意向に
合致した整備が可能(官民
連携の役割分担による)

〇自治体の意向に合致した
整備が可能。計画的なま
ちづくりが可能。

●自治体の意向から離れた
整備となる可能性がある.

●採算が確保出来ない土地
に関する進出企業が無い.

●自治体が公募条件を策定
するノウハウが必要.

●官民の役割分担によって
は民間にメリットが少な
くなる可能性がある.

●自治体の経済負担が大.
●自治体職員のマンパワー

や関連ノウハウが求めら
れる．

◆駅直近のみに民間投資
が集中する可能性有り.

◆市の意向から離れた施
設立地の可能性有り.

◆公的負担が多額となる
可能性有り．

◆駅南の既存施設との機
能分担が必要.

◆公的施設と民間施設の
バランスを確保.

◆事業の市場性調査の必
要有.

ＪＲ

ＪＲ

商業等複合施設(吹田市) 運動施設(長崎市)

公園(加賀市) 子育て支援施設(長岡市)

①

②

③



○地区面積：A=22.1ha
○コンセプト：「健康と医療」
○導入機能誘導方針：

①エコメディカルシティの創出
②緑を中心とした市民生活交流空間の創出
③居住機能を中心とした複合的な機能を持った土

地利用
○事業手法：土地区画整理事業（事業費約110億円）
○事業期間：平成21年度～平成27年度
○関連事業：国立循環器病研究センター､吹田市民

病院､健都イノベーションパーク(企業や大学の研
究機関、サテライトオフィス等の進出）

（出典：UR都市機構)

1.9ha

4.0ha

3.0ha

3.0ha

0.8ha
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①-１ 民間による施設整備事例：商業等複合施設（吹田操車場跡地）吹田市･摂津市

操車場跡地の全体概要

■VIERRA岸辺健都
・事業主体：ＪＲ西日本不動産開発㈱
・敷地面積:約0.8ha、延床面積:約27,000㎡
・ホテル､フィットネス､商業､飲食､クリニックモール等



○地区面積：A=19.1ha
○コンセプト:長崎の港をのぞむ｢駅のまち｣
○導入機能誘導方針：

・全国からの集客エリアとなる施設整備と交流の創
出･波及(長崎都心まちづくり構想)

○事業手法:土地区画整理事業(市施行)
（事業費約185億円：国費51億円､市費42億円､保留

地処分金92億円)
○事業期間：平成21年度～令和10年度
○関連事業：JR長崎本線連続立体交差事業(県)､西九

州新幹線(国(鉄道運輸機構))､JR九州新駅ビル､出島
メッセ長崎､長崎スタジアムシティ

15

①-２ 民間による施設整備事例：運動施設（長崎貨物駅跡隣接地） 長崎市

操車場跡地の全体概要

長崎駅

長崎駅

長崎スタジ
アムシティ

◆長崎駅周辺土地区画整理事業(旧長崎貨物駅跡地)

アリーナ

サッカー
スタジアム

ホテル
オフィス

商業

■長崎スタジアムシティ(旧三菱重工幸町工場跡地）
・事業主体：㈱ジャパネットホールディングス
・スタジアム(約20,000席)､アリーナ(約6,000席)､ホテル(242

室)､オフィス･商業(約33,000㎡)､駐車場(約1,150台)

◆長崎スタジアムシティ(旧三菱重工幸町工場跡地）



○地区面積：A=0.28ha
○廃棄旅館を解体撤去し、地域に親しまれる新たな都

市公園として再整備。スマートシティ推進の一環と
して、テクノロジーに触れられる体験学習施設を公
園施設として設置。

○広場で小学生等が遊び、勉強するなど、地元の方が
よく利用し、集える空間となっている。地域住民の
イベントの場ともなっている。

○事業手法：ParkｰPFI
・地元の造園企業が代表企業として事業を担う体制
・公園施設の管理運営、指定管理者として維持管理

○事業期間：令和3年～令和19年度（約16年）

16

② 官民連携による施設整備事例：公園（山代スマートパーク） 加賀市

公園の概要

（出典：加賀市）

■体験学習施設(カフェとして運営)



○地区面積：A=9.7ha
○コンセプト：賑わいある居心地良い空間と防災機能

の両立「長岡防災シビックコア」
○導入機能誘導方針：

・市民に開かれた広域行政サービス拠点
・安全安心な市民防災拠点

○事業手法：都市再生整備計画事業､都市公園事業補
助金等（事業費約120億円）

○事業期間：平成18年度～平成22年度
○関連事業：長岡市民防災公園､全天候型公園(市民防

災センター)､子育ての駅､市消防本部庁舎など
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③自治体による施設整備事例：子育て支援施設（長岡操車場跡地） 長岡市

操車場跡地の全体概要

Ｂ街区
4.6ha

Ａ街区
0.6ha

Ｃ街区
2.8ha

■子育ての駅｢ぐんぐん｣･市民防災センター
・事業主体：長岡市（シビックコア地区整備）
・1F:子育て支援施設(NPO法人｢になニーナ｣が運営)､屋根

付き広場、2F:市民防災センター(防災教育の場)

屋根付き広場



ご清聴ありがとうございました。
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今後の予定

第４回での議論結果を受け、地区の基本方針、ゾーニング・動線計画、事業手法につい
て協議いただき、委員会案として取りまとめます。

土地利用ビジョンを策定し、ＪＲ西日本に提言します。

第５回委員会（年度内を予定）


